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【出願番号】特願2015-543147(P2015-543147)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  53/58     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/08     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/10     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/18     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/34     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/82     (2006.01)
   Ｃ０１Ｃ   1/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ   53/58     ＺＡＢ　
   Ｂ０１Ｊ   20/02     　　　Ａ
   Ｂ０１Ｊ   20/02     　　　Ｂ
   Ｂ０１Ｊ   20/08     　　　Ａ
   Ｂ０１Ｊ   20/08     　　　Ｃ
   Ｂ０１Ｊ   20/10     　　　Ａ
   Ｂ０１Ｊ   20/10     　　　Ｃ
   Ｂ０１Ｊ   20/18     　　　Ｂ
   Ｂ０１Ｊ   20/18     　　　Ｅ
   Ｂ０１Ｊ   20/34     　　　Ｅ
   Ｂ０１Ｄ   53/82     　　　　
   Ｃ０１Ｃ    1/02     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成28年11月21日(2016.11.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１分以上４０分以下のローディング段階の間に、容器の第１の部分に近接した容器入口
を介して、アンモニアを含む入力ガスによって、前記容器をローディングするステップで
あって、前記容器が可逆アンモニア吸着材料を含む、ステップと、
　前記ローディング段階の後の中間ベンティング段階の間に、真空条件下で、ベンティン
グ出口を介して前記容器をベンティングするステップであって、前記中間ベンティング段
階が、時間しきい値、蒸気圧しきい値、及びＮ２含有量しきい値の内の少なくとも一つに
よって定義される期間を有する、ステップと、
　前記中間ベンティング段階の後のアンローディング段階の間に、真空条件下で、アンロ
ーディング出口を介して前記容器をアンローディングするステップであって、それによっ
てアンモニアが排ガスから回収される、ステップと、を含む、



(2) JP 2016-504180 A5 2017.1.12

　排ガスからアンモニアを回収するための方法。
【請求項２】
　ベンティング出口、及びアンローディング出口が同一である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　容器入口、及びアンローディング出口が同一である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　アンローディング出口が、容器入口とは異なり、且つ容器の第１の部分に位置する、請
求項１に記載の方法。
【請求項５】
　中間ベンティング段階の終わりで、ベントされたガスの１％未満がＮ２である、請求項
１に記載の方法。
【請求項６】
　前記容器が、少なくとも一つの温度センサーを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記少なくとも一つの温度センサーが、前記容器の第２の部分の中に位置する熱電対を
含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ベンティング段階の開始が、前記容器内のしきい値温度の、及び前記ローディング
操作の時間の期間制限のセンシングの内の少なくとも一つに基づく、請求項６に記載の方
法。
【請求項９】
　前記しきい値温度が、基準温度より１℃から７５℃上の範囲内である、請求項８に記載
の方法。
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